, J い 黒 犬 —— 熊 を 小さ く 可愛く したよ うな 恰好な の で 、 

クロと 私達 は 呼んで いました が、 それが よく 遊びに 来 

ますので、 いろんな もの を 食べさして やりました。 或 

る 時、 何もなかった ので、 野 口 は 自分で 鰹節 を かいて 

御飯に かけて やりました。 恰度 鰹節が 小さくな つてい 

ましたと ころ、 野 口 は クロに 食べさした 後、 いつまで 

も 丹念に その 鰹節 を かき、 中身の きれいな ところ だけ 

に みがきあげ ておいて、 それから その、 歯 も 立たない 

ような 堅い の を、 犬と 戯れながら かじり 始めました。 

奥歯 や 犬歯で がりがり かんだり、 しゃぶった りして、 

如何にもお いしそう です。 私 は 縁側に しゃがんで、 遠 



横手から、 大きな 夕立 雲が 盛 上って いて、 それが 太陽 

を かくし、 六 里 ケ原は 半ば 影に なって、 冷々 とした 空 

気が 流れて いました。 が遙か 彼方の 空 は、 一杯に 日の 

光 を 含んで、 白 根 や 万 座の 山々 がくつ きりと 浮 出して 

いました。 それらの 広茫 たる 景色 を 眺めて いますと、 

私 は ひどく 心細くな つて、 もう 木 村さん のこと なんか 

頭に なく、 相 変らず 悠々 と 歩いて くる 野 口の 姿 を、 力 

強く 感じました。 けれど その 力強 さは、 自分の 孤独 感 

を 益々 深める ような 性質の ものでした。 夕立 雲 は、 見 

上げて いると、 むくむ くと ふくれ 上って、 今にも 凡て 

の もの を蔽ぃ つくそう としてる がよう でした …… 洽 S 



れ ていました。 それが 光って る 瞬間に は、 私 は 浮々 と 

して、 神経の 発作に でも 駆られて るよう で、 何 を 仕出 

来す か 分らない 気がし ましたし、 それが 消えて しまう 

と、 気分が 沈みき つて、 深い 憂欝に 囚 えられる のでし 

た。 私 はなるべく 賑 かな 処へ、 木 村さん を 誘い出し ま 

した。 ダリ— ン. ホテルへ 屢々 行き、 軽 井沢の 方へ 幾 

度 も 出かけました。 また、 附近の 別荘 は、 星 野 温泉 を 

中心に して、 一区 劃 をな していました ので、 音楽会、 

絵画 展覧会、 子供の ための 談話 会、 仮装 余興 会、 そん 

な ものが 催されまして、 私 はっとめ て それに 出て みま 

した。 野 口 は、 そういう 場所 やそうい う 事柄 を 軽蔑し 
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